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３
月
11
日
に
襲
っ
た
東
日

本
大
震
災
と
同
時
に
発
生
し

た
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発

の
世
界
史
的
な
最
悪
原
発
事

故
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
の

原
子
力
政
策
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
あ
り
方
を
根
本
的
に

議
論
に
委
ね
る
べ
き
だ
ろ

う
。
仮
に
す
べ
て
の
原
発
が

停
止
し
た
と
し
て
も
、
市
場

と
情
報
を
活
用
し
た
適
切
な

政
策
に
よ
っ
て
停
電
の
不
安

は
無
い
。
再
稼
働
問
題
か
ら

脱
原
発
へ
と
、
し
っ
か
り
と

し
た
道
の
り
を
合
意
す
る
こ

と
が
先
決
だ
ろ
う
。

　

他
方
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、日
本
で
は
実
感
な
い
が
、

欧
州
を
筆
頭
と
す
る
多
く
の

見
直
す
必
要
性
に

迫
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
原
子
力
発

電
は
い
っ
た
ん
立

ち
止
ま
り
、
開
か

れ
た
民
主
主
義
の

し
、
無
数
に
広
が

っ
て
ゆ
く
。
そ
う

す
る
と
、
必
然
的

に
地
域
社
会
と
の

接
点
や
衝
突
が
飛

躍
的
に
増
え
、
そ

し
て
も
期
待
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
か
ら
だ
。
こ
れ
は
単

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
種
が
変
わ
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
大

規
模
集
中
か
ら
小
規
模
分
散

へ
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
体
制

や
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
大
き
く
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

植
民
地
型
開
発
で

植
民
地
型
開
発
で

地
域
衰
退

地
域
衰
退

　

地
域
社
会
に
と
っ
て
、
こ

も
、
原
発
な
ど
巨
大
開
発
が

立
地
し
た
地
域
の
寂
れ
方
は

隠
し
よ
う
も
な
い
。

　

な
ぜ
か
。
こ
う
し
た
外
発

型
の
開
発
に
依
存
し
た
地
域

は
、
外
部
資
本
の
影
響
力
が

支
配
的
に
な
る
。
地
域
の
人

も
産
業
構
造
も
、
土
建
業
や

発
電
所
の
作
業
員
と
い
っ
た

開
発
依
存
型
の
モ
ノ
カ
ル
チ

ャ
ー
へ
と
シ
フ
ト
し
て
ゆ

く
。
反
面
、
こ
れ
か
ら
の
地

委
ね
て
き
た
地
域
社
会
は
、

そ
の
見
返
り
に
マ
ネ
ー
を
地

域
外
に
流
出
し
て
い
た
。
例

え
ば
、
秋
田
県
で
は
年
間
お

よ
そ
一
千
億
円
に
も
達
す

る
。
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
マ

ネ
ー
を
地
域
に
閉
じ
る
だ
け

で
、
大
き
な
地
域
経
済
効
果

を
持
つ
。
し
か
も
地
域
に
は

こ
れ
ま
で
十
分
な
投
資
先
が

な
く
、
県
単
位
で
数
兆
円
規

模
の
地
域
マ
ネ
ー
が
県
外
に

域
創
造
に
不
可
欠
な
、
変
革

や
自
律
の
精
神
を
持
っ
た
洗

練
さ
れ
た
人
々
の
声
や
場

は
、
急
速
に
失
わ
れ
て
ゆ

く
。
そ
れ
が
ま
す
ま
す
地
域

　

本
来
的
に
地
域
分
散
型
で

あ
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

今
後
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
域

社
会
と
の
関
係
を
根
本
的
に

変
え
る
可
能
性
を
秘
め
る
。

こ
れ
ま
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ほ

ぼ
す
べ
て
を
外
部
・
他
者
に

流
出
し
て
い
た
。
こ
れ
を
地

域
内
投
資
に
向
か
わ
せ
れ

ば
、
や
は
り
大
き
な
地
域
経

済
効
果
を
持
つ
。

　

反
面
、
小
規
模
分
散
型
で

あ
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

文
字
ど
お
り
各
地
に
分
散

こ
に
ト
ラ
ブ
ル
や
紛
争
が
発

生
す
る
恐
れ
が
増
す
。
風
力

発
電
を
巡
っ
て
、
す
で
に
野

鳥
や
景
観
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

が
増
え
て
い
る
の
は
、
そ
の

先
行
例
だ
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、賛
成
・
反

対
の
二
項
対
立
に
陥
る
の
は

不
毛
だ
。
今
後
の
中
長
期
的

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
出
口
は
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
以
外
に
は

な
い
の
だ
か
ら
、
地
域
社
会

と
折
り
合
う
こ
と
の
で
き
る

「
新
し
い
ル
ー
ル
」
を
編
み

出
し
て
、
合
意
形
成
し
て
い

く
ほ
か
は
な
い
。
そ
の
た
め

に
も
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
に
対
す
る
地
域
参
加
型
の

意
思
決
定
と
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ

プ
、
す
な
わ
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
治
は
不
可
欠
と
言
え
る
。

創
発
的
地
域

創
発
的
地
域

社
会
が
カ
ギ

社
会
が
カ
ギ

　

た
だ
し
、
単
に
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
い
う
だ
け
で
成
功

す
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ

ま
で
地
方
自
治
体
が
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
普
及
す
る
手
法

と
し
て
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
の
誘
致
、
自
ら
補
助
金

事
業
を
実
施
、
太
陽
光
発
電

な
ど
へ
の
補
助
金
支
給
と
い

う
３
類
型
だ
が
、
い
ず
れ
も

め
ぼ
し
い
成
果
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。
む
し
ろ
失
敗
の
方
が

多
い
く
ら
い
だ
。

　

「
誘
致
」
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

種
が
原
発
か
ら
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
変
わ
っ
た
だ
け
で
、

「
植
民
地
型
開
発
」
で
あ
る

構
造
に
変
わ
り
は
な
い
。
自

ら
実
施
す
る
補
助
金
事
業
の

場
合
は
、
総
務
省
行
政
評
価

で
農
水
省
の
「
バ
イ
オ
マ
ス

ニ
ッ
ポ
ン
」
の
ほ
ぼ
全
事
業

で
効
果
が
な
い
と
評
価
さ
れ

た
例
の
よ
う
に
、
そ
の
多
く

が
失
敗
し
て
い
る
。
２
年
ご

と
に
人
事
異
動
す
る
自
治
体

職
員
で
は
、
そ
も
そ
も
経
営

や
事
業
の
専
門
性
を
欠
い
て

い
る
上
に
、
知
識
や
経
験
も

蓄
積
で
き
な
い
た
め
だ
。
自

治
体
に
よ
る
補
助
金
支
給

も
、
財
政
の
厳
し
い
地
方
自

治
体
が
行
う
に
は
、
費
用
対

効
果
の
乏
し
い
施
策
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

　

21
世
紀
は
知
識
社
会
で
あ

る
。
旧
い
経
済
成
長
観
や
産

業
政
策
の
象
徴
で
あ
る
原
発

に
こ
だ
わ
っ
て
き
た
日
本

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
で

生
じ
て
い
る
そ
う
し
た
大
き

な
変
化
か
ら
、
完
全
に
取
り

残
さ
れ
て
き
た
。
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
普
及
政
策
も
地
域
づ

く
り
も
、
す
べ
て
洗
練
さ
れ

た
知
識
創
造
か
ら
生
ま
れ

る
。
そ
う
し
た
知
識
創
造

は
、
自
由
で
開
か
れ
た
創
発

的
な
雰
囲
気
の
地
域
社
会
が

カ
ギ
を
握
る
。

　

地
域
こ
そ
、
21
世
紀
の
日

本
の
モ
デ
ル
を
率
先
し
て
創

造
す
る
先
頭
に
立
つ
べ
き
だ

ろ
う
。
古
今
東
西
、
新
し
い

時
代
へ
の
変
革
は
、
周
縁
、

す
な
わ
ち
地
域
か
ら
起
き
た

の
だ
か
ら
。

国
・
地
域
で
は
農
業
・
産
業
・

Ｉ
Ｔ
に
次
ぐ「
第
四
の
革
命
」

と
呼
ば
れ
る
ま
で
に
、
著
し

い
普
及
期
を
迎
え
て
い
る

（
図
１
、
図
２
）。
代
替
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
の
役
割
に
留

ま
ら
ず
、「
新
し
い
経
済
」と

の
衰
退
を
招
き
、
さ
ら
な
る

開
発
誘
致
と
い
っ
そ
う
の
モ

ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
と
い
う
悪

循
環
を
招
い
て
き
た
。

れ
ま
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発

と
の
関
係
は
、
水
力
発
電
や

炭
鉱
に
始
ま
り
、
火
力
発
電

所
や
原
発
の
立
地
の
よ
う

に
、「
開
発
さ
れ
る
側
」
と

い
う
受
け
身
の
姿
勢
で
あ
っ

た
。
地
域
は
、
自
然
環
境
や

労
働
力
、
土
地
、
さ
ら
に
は

安
全
ま
で
も
提
供
し
、
見
返

り
に
固
定
資
産
税
や
国
の
交

付
金
、
従
属
的
な
雇
用
な
ど

を
得
て
き
た
。
こ
う
し
た

「
植
民
地
型
開
発
」
が
行
き

着
い
た
先
の
一
つ
が
、
今
回

の
原
発
事
故
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
事
故
に
至
ら
な
い
ま
で

　

昨
年
３
月
の
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に

よ
っ
て
安
全
神
話
が
崩
壊
し
、
社
会
と
環
境
に
及
ぼ
す
異
質

な
危
険
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
原
発
。
原
発
依
存
か
ら
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
体
制
転
換
の
意
義
と
地
域
社
会
が
果
た
す

役
割
に
つ
い
て
、
飯
田
哲
也
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
所
長

に
寄
稿
し
て
も
ら
っ
た
。

Data from: GWEA, IAEA, Photon, Platts,環境エネルギー政策研究所

図１　 風力、太陽光、原発における世界の発電量の増減推移
（前年度比）

発
電
量
に
占
め
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
率
（
Ｇ
８
諸
国
ほ
か
）

比率
（％）

カナダ 61.0
イタリア 21.0
ドイツ 16.8
フランス 14.0
米国 10.0
英国 7.0
日本 2.2
ロシア 0.1
アイスランド 100
モザンビーク 100
パラグアイ 100
ザンビア 100
ノルウェー 97
コスタリカ 95
オーストラリア 73
スウェーデン 60
スイス 57
デンマーク 27
スペイン 26
インド 14
中国 0.8

図２　「自然エネルギー世界白書」
2011年度版による（2009年）。ドイ
ツは2010年
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【
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
究
所
（
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
）】

　

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
究
所（
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ：

Institute for Sustainable Energy Policies

）

は
、
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
実
現
を
目
的
と

す
る
、
政
府
や
産
業
界
か
ら
独
立
し
た
第
三
者
機
関
。
２
０
０
０
年

９
月
、
飯
田
哲
也
氏
を
所
長
と
し
、
地
球
温
暖
化
対
策
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
問
題
に
取
り
組
む
環
境
活
動
家
や
専
門
家
ら
が
設
立
し
た
。

　

①
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
軸
と
し
た
効
率
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
②
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
と
も
な
う
便
益
と
リ
ス
ク
の
分
配
が
公
平

な
社
会
③
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
や
社
会
政
策
の
意
思
決
定
過
程
が
透
明

で
開
か
れ
た
社
会
④
個
人
と
地
域
が
自
立
し
た
地
域
分
権
型
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
社
会
―
―
な
ど
の
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
を
目
指
し

て
い
る
。
国
税
庁
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
。

【
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
】

　

自
然
界
で
繰
り
返
し
資
源
が
再
生
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
。太
陽
光
、

風
力
、地
熱
、バ
イ
オ
マ
ス
、小
水
力
な
ど
を
利
用
し
て
発
電
す
る
。

風力

太陽光

原子力

大
規
模
集
中
か
ら
小
規
模
分
散
へ

大
規
模
集
中
か
ら
小
規
模
分
散
へ

参
加
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
治

参
加
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
治


